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社会福祉法人 明石市社会福祉協議会
　令和３年度事業計画・予算 と 令和２年度事業報告・決算 の報告
「フードドライブ」をご利用ください！
明石市後見支援センターより
明石市基幹相談支援センター兼障害者虐待防止センターより ・ 明石市立総合福祉センターより
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①音声訳ボランティア（全５回）
　視覚障がいへの理解を深めるとともに、発声やアクセント
などの基本的な技術を習得し、文字を音声にして情報を提供
します。
日時：令和３年９月２日、９日、16日、30日、10月７日
　　　（毎木曜日 10時00分～12時00分）
会場：明石市立総合福祉センター  ３階  技能習得室Ⅰ
※８月２日（月）から８月26日（木）まで申込受付
（先着順）
②外出支援ボランティア養成講座【車いすコース】（全３回）
　身体の不自由な方や高齢者の車いす介助、外出する際の移
動介助の技術や心構えを習得し、外出支援を行います。
日時：令和３年９月14日、21日、28日
　　　（毎火曜日　14時00分～16時00分）
会場：ふれあいプラザあかし西  ３階  ボランティア活動室
※８月16日（月）から９月７日（火）まで申込受付
（先着順）

■ 法律専門相談（要予約）
　弁護士・司法書士の法律職が成年後見、財産管理、
遺言などの権利擁護に関する相談に応じます（相談時
間は45分程度）。
【日時】毎週木曜日 13時30分～15時30分
　　　　● 司法書士…第１・３木曜日
　　　　● 弁 護 士…第２・４木曜日
【問合せ】明石市後見支援センター
　　　　　☎924-9151 FAX924-9134

■ ボランティア相談
　“私らしいボランティアの第一歩”を応援！
　一緒にあなたの“やってみたい”を丁寧にサポートします。
　まずはご連絡ください！
【問合せ】明石市ボランティアセンター
　　　　　☎ 924-9105 FAX 924-9109
★　市内２か所で定期相談も行っています！ 
　　ボランティアサポーター相談窓口
　▶笑くぼ西明石（コープ西明石２階）
　　毎月第３水曜日　10時30分～11時30分
　▶魚住市民センター２階
　　毎月第２水曜日　13時30分～15時30分
【問合せ】地域福祉係 ☎ 924-9105 FAX 924-9109

　介助が必要な方の外出、病気やけが
などで一時的に車いすが必要な人等の
生活を支援するため、明石市立総合福
祉センターやコミュニティセンターな
どの地域の貸出ステーションで、短期の無料貸出を行ってい
ます。新型コロナウイルスワクチンの接種会場までの介助に
も、ぜひご利用ください。
・貸出期間：明石市立総合福祉センター … ３か月
　　　　　　地域の貸出ステーション　 … ２週間
【問合せ】在宅福祉係 ☎924-9105 FAX924-9109

あかし社協情報アラカルト

募　集

明石市立総合福祉センター　　　参加者募集イベント

■ ボランティア養成講座

※　申込み方法などの詳細は１か月前から明石市社協のホームペー
　ジでご確認いただけます。
【問合せ】地域福祉係　☎ ９２４－９１０５　ＦＡＸ ９２４－９１０９

■ にこにこプール開放①（障がい児とそのご家族）
日時：令和３年８月28日（土）
　　　13時00分～14時20分
対象：市内在住の障害者手帳または療育手帳をお持ちの
　　　幼児・小中高生とそのご家族

■ にこにこプール開放②（母子父子家庭）
日時：令和３年８月28日（土）
　　　14時30分～15時50分
対象：市内在住の母子父子家庭の幼児・小中高生と
　　　そのご家族

本館

本館

※いずれも７月28日（水）９時00分より申込開始（先着順）。
　くわしくは、明石市立総合福祉センターへお問い合わせください。

生活福祉資金の「新型コロナウイルス特例貸付」を
令和３年８月末まで受付します

新型コロナウイルス感染症の影響などで、
　　　　　厳しい状況におかれたみなさまに食料品を提供しています！

◎　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、事業やイベントが中止・変更になることがあります。
　　事前にお問い合わせください。

★　ホームページで制度の概要を
　掲載しています。

　　　　　　兵庫県社会福祉協議会　▶

◀　明石市社会福祉協議会　貸付相談

【問合せ】明石市立総合福祉センター
　　　　　 ☎918-5660　FAX918-5661

車いす貸出
ステーション

貸出ステーション

明石市立
総合福祉センター

実 施 中

くわしくは、３ページをご覧ください

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した世帯を対象に資金の貸付けの受付を、令和３年８月末
まで兵庫県社会福祉協議会が主体となり実施しています。まずは、お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　【問合せ】企画経営係 生活福祉資金貸付担当
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ９２４－９１０５　ＦＡＸ ９２４－９１０９
　　　　　　　　　　　　　　　　　 daihyo@akashi-shakyo.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　受付時間：月曜日～金曜日（祝日を除く）９時00分～17時00分
　　　　　　　※　ご来所の際は、３密を避けるため、ご予約のうえお越しください。
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各総合支援センター、市民センター、サービスコーナー、コミュニティ・センター等にも置いています。ホームページからもご覧いただけます。

◎本紙における全ての写真は、撮影直前までマスクの着用等感染防止策を徹底し、会話も控えていただいた状態で撮影しています。
◎新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、事業やイベントが中止・変更になることがあります。事前にお問い合わせください。

回

　覧

検　索明石市社会福祉協議会

★広報紙をご入用の方はお気軽に
明石市社会福祉協議会 法人運営課  ☎924－9105  FAX 924－9109 までご連絡ください。

この広報紙は　　　　の配分金の一部を活用しています。

あなたのまちの
幸せのために

赤い羽根
共同募金

編集・発行

社会福祉法人
明石市社会福祉協議会
〒673-0037
明石市貴崎1丁目5番13号
明石市立総合福祉センター内
TEL（078）924-9105 FAX（078）924-9109
https://www.akashi-shakyo.jp/



社会福祉法人 明石市社会福祉協議会からのご報告

令和３年度（2021年度） 事業計画と予算
重 点 的 な 取 り 組 み

重 点 的 な 取 り 組 み

１　第３次地域福祉活動計画の策定
　地域住民・当事者・関係機関・団体等から意見をい
ただき、地域共生社会の実現に向けた地域の推進を図
るための活動・行動計画を策定します。

２　地域支援体制強化に向けた取り組み
　地域における多様なネットワークの構築や新たな担
い手づくりを効果的に推進するため、地区担当職員を
配置する等、住民相互の助け合いができる仕組みの発
展を目指します。

３　総合相談体制の充実と
　　重層的支援体制整備に向けた取り組み
　あらゆる悩みや困りごと等を、全ての人が世代を問わず安心して相談でき
る総合相談窓口の充実を図っていきます。

４　市社協組織体制の強化
　職員の重点採用、研修の充実を進め、職員の能力強化を図るとともに、
課・係の枠組みを超えた横断的な支援体制として目的別ワーキングチームを
設置し、オール社協として業務に取り組みます。

５　新型コロナウイルス感染症への対応
　新型コロナウイルス感染症関連の各事業については、引き続き関係機関と
連携し、市民に寄り添った支援を実施します。

令和２年度（2020年度） 事業報告と決算

１　新型コロナウイルス感染症への対応
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業や失
業等で収入の減少があった方に対する貸付の実施や、
生活上の不便や不安を抱える高齢者、障がい者等から
の相談を専用ダイヤルで受け付けました。

２　第３次地域福祉活動計画の策定
　学識者をアドバイザーに、市民及び地域団体の意見
聴取の方法等を検討し、明石市と連携を図りながら計
画の策定を進めました。

３　情報管理ネットワーク整備
　コロナ禍における感染症等予防対策を含めた業務改
善のため、また、強固かつ安全なセキュリティを確保
するため、令和３年度の完成に向けてネットワークの
整備に努めました。

４　市社協組織体制の強化
　職員に対して、オンラインによる研修を実施するなど、コロナ禍でも可能
な範囲で職員の能力向上に努めました。

※　くわしくは、明石市社協ホームページ「社会福祉協議会とは」
　のページをご覧ください。

【問合せ】企画経営係（経営担当）　☎924－9105  FAX924－9109 【問合せ】企画経営係（企画担当）　☎924－9105  FAX924－9109

会費収入
11,653（1.1%)

事業収入
2,235（0.2%)

貸付事業等収入
11,722（1.1%)

その他の収入
1,171（0.1%)

障害福祉サービス等事業収入
25,056（2.3%)

寄附金収入
1,300（0.1%)

経常経費補助金収入
133,946
（12.2%)

受託金収入
223,892
（20.4%)

人件費支出
833,394
（76.7%)

事業費支出
126,684
（11.6%)

事務費支出
85,478
（7.9%)

介護保険収入
686,001
（62.5%)

貸付事業等支出
7,000（0.6%)

助成金支出
34,428
（3.2%)

会費収入
11,675（1.1%)

事業収入
838（0.1%)

貸付事業等収入
5,270（0.5%)

その他の収入
985（0.1%)

障害福祉サービス等事業収入
25,137（2.4%)

寄附金収入
498（0.1%)

経常経費補助金収入
205,103
（19.5%)

受託金収入
242,393
（23.0%)

人件費支出
761,433
（71.0%)

事業費支出
167,641
（15.6%)

事務費支出
46,865
（4.4%)

介護保険収入
559,734
（53.2%)

貸付事業等支出
70,598
（6.6%)

助成金支出
26,421
（2.4%)

　「フードドライブ」は、食品ロスの削減を目的として、ご家庭で余っている食べきれない
食料品を持ち寄る取り組みです。それらを新型コロナウイルス感染症の影響などで、厳しい
状況におかれたみなさまに提供していますので、ぜひご利用ください！

〇お米（白米・玄米・レトルトごはん）
〇パスタ、素麺などの乾麺
〇缶詰・レトルト・インスタント食品
〇海苔・お茶漬け・ふりかけ
〇お菓子・飲料
〇調味料（醤油、食用油など）　 など

寄付いただきたい食料品

１か月以上賞味期限が残っている
常温保存可能なもの

×賞味期限が１か月を切っているもの
（ 　 白米・玄米・砂糖などの賞味期限のない商品は除く）
×開封されているもの
×生鮮食品（生肉・魚介類・生野菜）
×アルコール（みりん、料理酒除く）
×製造者または販売者の表示のないもの

受付できない食料品

上記食料品は、お持ちいただいても
受け取りできません。

ご理解・ご協力をお願いいたします。

ごめん
なさい…

収入
10億9697万6千円
（単位：千円）

支出
10億8698万4千円
（単位：千円）

コロナ禍で大変な今、
ぜひご利用ください。
ご希望の方は、
明石市社会福祉協議会へ
ご連絡ください。

ご家庭

明石市社会福祉協議会で
提供しています。

市内のコープこうべのお店や
（コープミニを除く）　　　　
明石市社会福祉協議会に
持ち寄っていただきます。

みなさまのご家庭へ

　本会では平成30年（2018年）より
「生活協同組合コープこうべ」さまと
の協働により実施しています。

「賞味期限までに食べきれそうにない」
　　　　　「たくさんもらって余っている」など
ご家庭で眠っている食料品があれば、
　　　　　　　　　　ぜひお持ちよりください！

収入
10億5163万3千円
（単位：千円）

支出
10億7295万8千円
（単位：千円）

ご家庭に眠っている

　食料品はありませんか?

あかしの社会福祉（2）令和３年（2021年）７月20日 第110号 あかしの社会福祉 令和３年（2021年）７月20日（3）第110号



社会福祉法人 明石市社会福祉協議会からのご報告

令和３年度（2021年度） 事業計画と予算
重 点 的 な 取 り 組 み

重 点 的 な 取 り 組 み

１　第３次地域福祉活動計画の策定
　地域住民・当事者・関係機関・団体等から意見をい
ただき、地域共生社会の実現に向けた地域の推進を図
るための活動・行動計画を策定します。

２　地域支援体制強化に向けた取り組み
　地域における多様なネットワークの構築や新たな担
い手づくりを効果的に推進するため、地区担当職員を
配置する等、住民相互の助け合いができる仕組みの発
展を目指します。

３　総合相談体制の充実と
　　重層的支援体制整備に向けた取り組み
　あらゆる悩みや困りごと等を、全ての人が世代を問わず安心して相談でき
る総合相談窓口の充実を図っていきます。

４　市社協組織体制の強化
　職員の重点採用、研修の充実を進め、職員の能力強化を図るとともに、
課・係の枠組みを超えた横断的な支援体制として目的別ワーキングチームを
設置し、オール社協として業務に取り組みます。

５　新型コロナウイルス感染症への対応
　新型コロナウイルス感染症関連の各事業については、引き続き関係機関と
連携し、市民に寄り添った支援を実施します。

令和２年度（2020年度） 事業報告と決算

１　新型コロナウイルス感染症への対応
　新型コロナウイルス感染症の影響を受け、休業や失
業等で収入の減少があった方に対する貸付の実施や、
生活上の不便や不安を抱える高齢者、障がい者等から
の相談を専用ダイヤルで受け付けました。

２　第３次地域福祉活動計画の策定
　学識者をアドバイザーに、市民及び地域団体の意見
聴取の方法等を検討し、明石市と連携を図りながら計
画の策定を進めました。

３　情報管理ネットワーク整備
　コロナ禍における感染症等予防対策を含めた業務改
善のため、また、強固かつ安全なセキュリティを確保
するため、令和３年度の完成に向けてネットワークの
整備に努めました。

４　市社協組織体制の強化
　職員に対して、オンラインによる研修を実施するなど、コロナ禍でも可能
な範囲で職員の能力向上に努めました。

※　くわしくは、明石市社協ホームページ「社会福祉協議会とは」
　のページをご覧ください。

【問合せ】企画経営係（経営担当）　☎924－9105  FAX924－9109 【問合せ】企画経営係（企画担当）　☎924－9105  FAX924－9109

会費収入
11,653（1.1%)

事業収入
2,235（0.2%)

貸付事業等収入
11,722（1.1%)

その他の収入
1,171（0.1%)

障害福祉サービス等事業収入
25,056（2.3%)

寄附金収入
1,300（0.1%)

経常経費補助金収入
133,946
（12.2%)

受託金収入
223,892
（20.4%)

人件費支出
833,394
（76.7%)

事業費支出
126,684
（11.6%)

事務費支出
85,478
（7.9%)

介護保険収入
686,001
（62.5%)

貸付事業等支出
7,000（0.6%)
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事業収入
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貸付事業等収入
5,270（0.5%)

その他の収入
985（0.1%)

障害福祉サービス等事業収入
25,137（2.4%)

寄附金収入
498（0.1%)

経常経費補助金収入
205,103
（19.5%)

受託金収入
242,393
（23.0%)

人件費支出
761,433
（71.0%)

事業費支出
167,641
（15.6%)
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介護保険収入
559,734
（53.2%)

貸付事業等支出
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（6.6%)

助成金支出
26,421
（2.4%)

　「フードドライブ」は、食品ロスの削減を目的として、ご家庭で余っている食べきれない
食料品を持ち寄る取り組みです。それらを新型コロナウイルス感染症の影響などで、厳しい
状況におかれたみなさまに提供していますので、ぜひご利用ください！

〇お米（白米・玄米・レトルトごはん）
〇パスタ、素麺などの乾麺
〇缶詰・レトルト・インスタント食品
〇海苔・お茶漬け・ふりかけ
〇お菓子・飲料
〇調味料（醤油、食用油など）　 など

寄付いただきたい食料品

１か月以上賞味期限が残っている
常温保存可能なもの

×賞味期限が１か月を切っているもの
（ 　 白米・玄米・砂糖などの賞味期限のない商品は除く）
×開封されているもの
×生鮮食品（生肉・魚介類・生野菜）
×アルコール（みりん、料理酒除く）
×製造者または販売者の表示のないもの

受付できない食料品

上記食料品は、お持ちいただいても
受け取りできません。

ご理解・ご協力をお願いいたします。

ごめん
なさい…

収入
10億9697万6千円
（単位：千円）

支出
10億8698万4千円
（単位：千円）

コロナ禍で大変な今、
ぜひご利用ください。
ご希望の方は、
明石市社会福祉協議会へ
ご連絡ください。

ご家庭

明石市社会福祉協議会で
提供しています。

市内のコープこうべのお店や
（コープミニを除く）　　　　
明石市社会福祉協議会に
持ち寄っていただきます。

みなさまのご家庭へ

　本会では平成30年（2018年）より
「生活協同組合コープこうべ」さまと
の協働により実施しています。

「賞味期限までに食べきれそうにない」
　　　　　「たくさんもらって余っている」など
ご家庭で眠っている食料品があれば、
　　　　　　　　　　ぜひお持ちよりください！

収入
10億5163万3千円
（単位：千円）

支出
10億7295万8千円
（単位：千円）

ご家庭に眠っている

　食料品はありませんか?

あかしの社会福祉（2）令和３年（2021年）７月20日 第110号 あかしの社会福祉 令和３年（2021年）７月20日（3）第110号



オレンジリング
＼知っていますか？／ 

～コープ朝霧店～

オレンジリングは「認知症サポーター」の証。
私たちは、認知症サポーター養成講座を
　　　　　受講しています。

　私たちは、だれもが安心して暮らす
ことができるまちづくりを目指して
います。
　認知症サポーターやオレンジリ
ングの普及啓発活動は、認知症
を正しく理解し、温かく見守
る人を増やすための取り
組みです。

明石市後見支援センターより

【問合せ】地域総合支援センター
あさぎり・おおくら ☎915-0091 FAX 915-0092　　おおくぼ ☎934-8986 FAX 934-8987
きんじょう・きぬがわ ☎915-2631 FAX 915-2632　　うおずみ ☎948-5081 FAX 948-5082
に　し　あ　か　し ☎924-9113 FAX 925-2799　　ふ た み ☎945-3170 FAX 945-3171

～ 認知症になっても安心して

　　　　　 　暮らせる地域へ ～
地域総合支援センターより

　地域総合支援センターでは、地域・企業・団体のみなさんに向けて、「認知症サポーター養成講座」
などの勉強会を開催しています。安心して暮らすことができる明石を目指す「伴走者」として、これから
も多彩な取り組みをすすめていきます。

ま　ち

Part1
認知症サポーターキャラバンマスコット「ロバ隊長」

　令和２年度は生命保険会社、薬局などで「認知症
かもしれない」と気づいたときの接し方や、相談窓
口などを紹介する「認知症サポーター養成講座」を
開催しました。受講者のみなさんは日ごろのお仕事
で高齢者に接する機会が多いため関心が高く、グル
ープワークにも熱心に参加されていました。
　また、地域のボランティアグループのみなさんへ
も講座を開催し、ごみ出しなどの身近な生活の場面
でどのような声かけがよいのか、また、見守りの方
法を寸劇を交えて一緒に考えました。

★「認知症サポーター」とは
　「認知症」について正しく理解し、認知症の人が
住み慣れた地域で自分らしく住み続けていくことが
できるよう温かく見守り、時には手を差し伸べる応
援者です。

　これからも地域総合支援センターは、地域のみな
さんの「伴走者」としてサポートしていきます。
　「認知症サポーター養成講座」の開催をはじめ、
福祉に関する多様な相談を受け付けていますので、
「どこに相談したらいいだろう？」と困ったときに
は、お近くの地域総合支援センターまでお気軽にご
相談ください。

【Koken Project ①】「市民後見人」の活動が注目されています

◀　FMラジオ番組『やさしさラジオ』（FM MOOV KOBE）（令和３年２
月25日放送）のゲストとして市民後見人の直井妙子さんが出演しまし
た。市民後見人に就任した経緯や活動の紹介をとおして、これから市民
後見人を目指す人へ分かりやすく伝えました。

◀　FMラジオ番組『夢の音楽工房』（エフエムあまがさき（FM aiai））（令
和３年５月24日・31日放送）のゲストとして市民後見人の南しのぶさ
ん（写真下列左）、一般社団法人くらし支援ネット明石の若井丹治朗理
事（写真上列右から２番目）が出演し、後見基金をとおした支え合う、
共生社会を目指す取り組みについて紹介しました。
　　被後見人たちの楽曲で得た収入は後見基金に寄付され、市民後見人の
活動費として役立てられます。

　ＦＭラジオ番組『KOBE 
HEARTY RADIO』（FM MOOV 
KOBE）（令和３年４月21日放
送）では、市民後見人と被後
見人が一緒につくった楽曲
『Shining Stone』が紹介さ
れました。◀音楽配信サイト

　でダウンロード

後見基金マスコット
「こうけんくん」

【Koken Project ②】
『後見基金』を活用した「認知症後見支援プロジェクト」

Shining→明るい
Stone →石

　後見基金は、市民のみなさ
まからの寄付で支えられ、後
見制度の普及啓発、市民後見
人の養成や活動の助成などに
役立てられています。

認知症後見支援プロジェクト

申立費用の立替・助成
【後見基金】
親族申立時の弁護士・
司法書士費用も助成

市民後見人や後見サポー
ターの養成

生活費の貸付・立替
【後見基金】
10万円を上限に後見人選任
までの生活費を貸付・立替

後見支援センターの機能や
後見基金の取り組みについ
て広く周知を図る

制度の普及・啓発

市民後見人の活動費用や
報酬の助成
【後見基金】全国初

　「認知症サポーター養成講座」を受講された方に認
知症の人やそのご家族のみなさんを「温かく見守る
証」として「オレンジリング」をお渡ししています。
　オレンジリングが普及し、誰もが安心して暮らすこ
とができる明石となるよう啓発を続けていきます。

ま　ち

あさぎり・おおくら総合支援センター

きんじょう・きぬがわ総合支援センター

市民後見人と後見基金市民後見人と後見基金

なお い たえ こ

みなみ

わか い たん じ ろう

令和３年６月７日よりスタート！

　「認知症後見支援プロジェクト」は、成
年後見制度を柔軟に活用することで認知症
になっても最後まで自分らしく生きていく
ことができる地域社会の実現を目指す取り
組みです。
　「成年後見制度をもっと使いやすく」を
合言葉に、全国初となる「親族申立時の申
立費用の立替・助成制度」を設けました。

【問合せ】明石市後見支援センター　☎924－9151  FAX924－9134

収益は『後見基金』へ寄付されます。

▶

（4）令和３年（2021年）７月20日 令和３年（2021年）７月20日（5）あかしの社会福祉 第110号 あかしの社会福祉第110号
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＼知っていますか？／ 

～コープ朝霧店～

オレンジリングは「認知症サポーター」の証。
私たちは、認知症サポーター養成講座を
　　　　　受講しています。

　私たちは、だれもが安心して暮らす
ことができるまちづくりを目指して
います。
　認知症サポーターやオレンジリ
ングの普及啓発活動は、認知症
を正しく理解し、温かく見守
る人を増やすための取り
組みです。

明石市後見支援センターより

【問合せ】地域総合支援センター
あさぎり・おおくら ☎915-0091 FAX 915-0092　　おおくぼ ☎934-8986 FAX 934-8987
きんじょう・きぬがわ ☎915-2631 FAX 915-2632　　うおずみ ☎948-5081 FAX 948-5082
に　し　あ　か　し ☎924-9113 FAX 925-2799　　ふ た み ☎945-3170 FAX 945-3171

～ 認知症になっても安心して

　　　　　 　暮らせる地域へ ～
地域総合支援センターより

　地域総合支援センターでは、地域・企業・団体のみなさんに向けて、「認知症サポーター養成講座」
などの勉強会を開催しています。安心して暮らすことができる明石を目指す「伴走者」として、これから
も多彩な取り組みをすすめていきます。

ま　ち

Part1
認知症サポーターキャラバンマスコット「ロバ隊長」

　令和２年度は生命保険会社、薬局などで「認知症
かもしれない」と気づいたときの接し方や、相談窓
口などを紹介する「認知症サポーター養成講座」を
開催しました。受講者のみなさんは日ごろのお仕事
で高齢者に接する機会が多いため関心が高く、グル
ープワークにも熱心に参加されていました。
　また、地域のボランティアグループのみなさんへ
も講座を開催し、ごみ出しなどの身近な生活の場面
でどのような声かけがよいのか、また、見守りの方
法を寸劇を交えて一緒に考えました。

★「認知症サポーター」とは
　「認知症」について正しく理解し、認知症の人が
住み慣れた地域で自分らしく住み続けていくことが
できるよう温かく見守り、時には手を差し伸べる応
援者です。

　これからも地域総合支援センターは、地域のみな
さんの「伴走者」としてサポートしていきます。
　「認知症サポーター養成講座」の開催をはじめ、
福祉に関する多様な相談を受け付けていますので、
「どこに相談したらいいだろう？」と困ったときに
は、お近くの地域総合支援センターまでお気軽にご
相談ください。

【Koken Project ①】「市民後見人」の活動が注目されています

◀　FMラジオ番組『やさしさラジオ』（FM MOOV KOBE）（令和３年２
月25日放送）のゲストとして市民後見人の直井妙子さんが出演しまし
た。市民後見人に就任した経緯や活動の紹介をとおして、これから市民
後見人を目指す人へ分かりやすく伝えました。

◀　FMラジオ番組『夢の音楽工房』（エフエムあまがさき（FM aiai））（令
和３年５月24日・31日放送）のゲストとして市民後見人の南しのぶさ
ん（写真下列左）、一般社団法人くらし支援ネット明石の若井丹治朗理
事（写真上列右から２番目）が出演し、後見基金をとおした支え合う、
共生社会を目指す取り組みについて紹介しました。
　　被後見人たちの楽曲で得た収入は後見基金に寄付され、市民後見人の
活動費として役立てられます。

　ＦＭラジオ番組『KOBE 
HEARTY RADIO』（FM MOOV 
KOBE）（令和３年４月21日放
送）では、市民後見人と被後
見人が一緒につくった楽曲
『Shining Stone』が紹介さ
れました。◀音楽配信サイト

　でダウンロード

後見基金マスコット
「こうけんくん」

【Koken Project ②】
『後見基金』を活用した「認知症後見支援プロジェクト」

Shining→明るい
Stone →石

　後見基金は、市民のみなさ
まからの寄付で支えられ、後
見制度の普及啓発、市民後見
人の養成や活動の助成などに
役立てられています。

認知症後見支援プロジェクト

申立費用の立替・助成
【後見基金】
親族申立時の弁護士・
司法書士費用も助成

市民後見人や後見サポー
ターの養成

生活費の貸付・立替
【後見基金】
10万円を上限に後見人選任
までの生活費を貸付・立替

後見支援センターの機能や
後見基金の取り組みについ
て広く周知を図る

制度の普及・啓発

市民後見人の活動費用や
報酬の助成
【後見基金】全国初

　「認知症サポーター養成講座」を受講された方に認
知症の人やそのご家族のみなさんを「温かく見守る
証」として「オレンジリング」をお渡ししています。
　オレンジリングが普及し、誰もが安心して暮らすこ
とができる明石となるよう啓発を続けていきます。

ま　ち

あさぎり・おおくら総合支援センター

きんじょう・きぬがわ総合支援センター

市民後見人と後見基金市民後見人と後見基金

なお い たえ こ

みなみ

わか い たん じ ろう

令和３年６月７日よりスタート！

　「認知症後見支援プロジェクト」は、成
年後見制度を柔軟に活用することで認知症
になっても最後まで自分らしく生きていく
ことができる地域社会の実現を目指す取り
組みです。
　「成年後見制度をもっと使いやすく」を
合言葉に、全国初となる「親族申立時の申
立費用の立替・助成制度」を設けました。

【問合せ】明石市後見支援センター　☎924－9151  FAX924－9134

収益は『後見基金』へ寄付されます。
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総合福祉センターにてフェア開催予定!!

地域福祉係より 明石市基幹相談支援センター・障害者虐待防止センターより
　本会では、地域や学校、ボランティアのみなさんと協力し、福祉学習への取り組みをすすめていま
す。こどもから高齢者の多世代、障がいのある人をはじめ、地域住民同士が支え合い、協力し合うこ
との大切さを学び、思いやりの心を育むことを目的としています。自治会やサロンなどの身近な場所
での開催のご相談もお待ちしています。

もっと身近に『福祉学習』

い ろ い ろ な 福 祉 学 習

他にも点字や音声訳、要約筆記、当事者の方との交流など多様なプログラムを開催しています。

　中学生に向けて、全
国各地の被災地で経験
された活動について、
お話しいただきました。

　幼稚園のＰＴＡ役員さんが園児へ手話を教え
るために、手話の学習会を開催しました。

「新しいかたち」でのボランティア養成講座

　車いすの介助方法の基本を分かりやすく
教えていただきました。
　乗っている人と介助者の声かけ、信頼関
係の大切さ、慣れの怖さについて知ること
ができました。（参加者の感想）

ふれあいサロンでの車いす体験

ＰＴＡ役員さんへ手話の学習会

災害ボランティアによる
被災地での体験の講話

会場の様子

講話「コミュニケーション方法」

　昨年度は開催を見送った養成講座ですが、本年度は感染症対策を徹底しなが
ら、再開へとすすめています。
　このたび開催した「寄り添いボランティア養成講座」は、「オンラインと会
場を併用する形式」で行いました。
　講座では、「心の病」や「コミュニケーション方法」についての講義や、精
神障害のある人が集うサロンで実際にボランティア活動をしている「明日葉」
のみなさんから体験談や日々の活動についてお話しをいただきました。受講生
のみなさんは、対面、画面越しに耳を傾けました。

これからも、多彩なプログラムを企画していきます。
地域活動でやってみたいこと、知りたいことなどお気軽にご相談ください。

社協スタッフがしっかりサポートします！
【 問 合 せ 】地域福祉係　　☎ 924-9105　FAX 924-9109

【問合せ】明石市立総合福祉センター　☎918－5660  FAX918－5661

【問合せ】明石市基幹相談支援センター　☎924－9155  FAX924－9134
　　　　　明石市障害者虐待防止センター　☎924－9156  FAX924－9134
　　　　◎ 障害者虐待防止センターは、24時間365日受付をしています。

準備中 10月30日（土）開催予定

明石市基幹相談支援センター『 ほっと 』 コ ラ ム
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れ
る
」
と

い
う
感
覚
で
は
な
い
の
だ
。
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し
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。
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。
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、
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も
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と
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。

▽
し
か
し
、
実
際
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
す
る
中
で
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の
話
題
は
私
達
と
何
ら
変
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は
な

い
。
ア
イ
ド
ル
の
話
も
す
る
し
、
恋

愛
や
結
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の
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も
す
る
と
。

▽
「
で
は
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で
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の
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？
」
と
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う
問
い

に
対
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て
、
「
（
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が
い
者
と
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遊

ぶ
ん
で
す
よ
。
遊
ん
で
友
達
に
な
っ

た
ら
『
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げ
る
』
と
か
、
『
大

変
だ
』
と
か
思
わ
ず
に
自
然
に
手
助

け
が
で
き
ま
す
。
先
生
方
の
役
割
は
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達
に
な
る
た
め
に
、
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に
遊
ぶ

機
会
を
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
い
く
こ
と

だ
と
思
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ま
す
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す
。
間
違
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。

▽
初
め
に
良
い
出
会
い
方
を
し
て
い

く
と
、
自
然
と
交
じ
り
合
う
。
そ
ん

な
出
会
い
を
創
り
、
育
ん
で
い
く
。

そ
れ
が
答
え
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

◎　明石市基幹相談支援センター
　　地域における障がい福祉に関する相談支援の中核的な機関です。
　　障がいのある方が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、さまざまな
　ご相談を受け付ける窓口です。お困りごとがあれば、お気軽にご相談ください。
◎　明石市障害者虐待防止センター
　　障がいがある方への虐待に関する通報や届け出を受け付ける窓口です。
　　「虐待かも」と思われたら、ためらわずにご連絡ください。障がい者・
　養護者を虐待から救う第一歩となります。24時間365日受付をしています。

くわしくは
こちら

◎　明石市地域自立支援協議会
　　地域自立支援協議会は、障害者総合支援法に基づき、障がいがある人が暮らしやすい地域
　づくりを目標にして、障がい者・児福祉に関わる関係者が集まり協議を行う場です。
　　誰もがしあわせに暮らすことができる明石を目指して発信を続けています。

しゃかい

明石市地域
自立支援協議会

明石市立総合福祉センターよりお知らせ

※　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止・変更になることがあります。

　長く続くコロナ禍で感染症対策に
工夫を重ねながら活動を続ける仲間
がたくさんいます。
　お互いを知り、励まし、知恵と元気
をわかちあうイベントを、明石市ボラ
ンティア連絡会も一緒になって企画し
ています。

あした ば
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総合福祉センターにてフェア開催予定!!

地域福祉係より 明石市基幹相談支援センター・障害者虐待防止センターより
　本会では、地域や学校、ボランティアのみなさんと協力し、福祉学習への取り組みをすすめていま
す。こどもから高齢者の多世代、障がいのある人をはじめ、地域住民同士が支え合い、協力し合うこ
との大切さを学び、思いやりの心を育むことを目的としています。自治会やサロンなどの身近な場所
での開催のご相談もお待ちしています。

もっと身近に『福祉学習』

い ろ い ろ な 福 祉 学 習

他にも点字や音声訳、要約筆記、当事者の方との交流など多様なプログラムを開催しています。

　中学生に向けて、全
国各地の被災地で経験
された活動について、
お話しいただきました。

　幼稚園のＰＴＡ役員さんが園児へ手話を教え
るために、手話の学習会を開催しました。

「新しいかたち」でのボランティア養成講座

　車いすの介助方法の基本を分かりやすく
教えていただきました。
　乗っている人と介助者の声かけ、信頼関
係の大切さ、慣れの怖さについて知ること
ができました。（参加者の感想）

ふれあいサロンでの車いす体験

ＰＴＡ役員さんへ手話の学習会

災害ボランティアによる
被災地での体験の講話

会場の様子

講話「コミュニケーション方法」

　昨年度は開催を見送った養成講座ですが、本年度は感染症対策を徹底しなが
ら、再開へとすすめています。
　このたび開催した「寄り添いボランティア養成講座」は、「オンラインと会
場を併用する形式」で行いました。
　講座では、「心の病」や「コミュニケーション方法」についての講義や、精
神障害のある人が集うサロンで実際にボランティア活動をしている「明日葉」
のみなさんから体験談や日々の活動についてお話しをいただきました。受講生
のみなさんは、対面、画面越しに耳を傾けました。

これからも、多彩なプログラムを企画していきます。
地域活動でやってみたいこと、知りたいことなどお気軽にご相談ください。

社協スタッフがしっかりサポートします！
【 問 合 せ 】地域福祉係　　☎ 924-9105　FAX 924-9109

【問合せ】明石市立総合福祉センター　☎918－5660  FAX918－5661

【問合せ】明石市基幹相談支援センター　☎924－9155  FAX924－9134
　　　　　明石市障害者虐待防止センター　☎924－9156  FAX924－9134
　　　　◎ 障害者虐待防止センターは、24時間365日受付をしています。

準備中 10月30日（土）開催予定

明石市基幹相談支援センター『 ほっと 』 コ ラ ム
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。
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。
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た
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入
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れ
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し
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。
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が
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も
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で
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。

▽
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に
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と
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て
活
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る
中
で
、
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者

の
話
題
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な

い
。
ア
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ル
の
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も
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し
、
恋

愛
や
結
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の
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と
。
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で
は
学
校
で
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の
よ
う
に
教

わ
り
た
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っ
た
か
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」
と
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う
問
い

に
対
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て
、
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が
い
者
と
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遊
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ん
で
す
よ
。
遊
ん
で
友
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っ
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『
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る
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と
か
、
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大

変
だ
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と
か
思
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ず
に
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に
手
助
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が
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き
ま
す
。
先
生
方
の
役
割
は

友
達
に
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る
た
め
に
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に
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ぶ

機
会
を
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だ
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間
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ま
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▽
初
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に
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会
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を
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と
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と
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じ
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を
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そ
れ
が
答
え
な
の
か
も
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れ
な
い
。

◎　明石市基幹相談支援センター
　　地域における障がい福祉に関する相談支援の中核的な機関です。
　　障がいのある方が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、さまざまな
　ご相談を受け付ける窓口です。お困りごとがあれば、お気軽にご相談ください。
◎　明石市障害者虐待防止センター
　　障がいがある方への虐待に関する通報や届け出を受け付ける窓口です。
　　「虐待かも」と思われたら、ためらわずにご連絡ください。障がい者・
　養護者を虐待から救う第一歩となります。24時間365日受付をしています。

くわしくは
こちら

◎　明石市地域自立支援協議会
　　地域自立支援協議会は、障害者総合支援法に基づき、障がいがある人が暮らしやすい地域
　づくりを目標にして、障がい者・児福祉に関わる関係者が集まり協議を行う場です。
　　誰もがしあわせに暮らすことができる明石を目指して発信を続けています。

しゃかい

明石市地域
自立支援協議会

明石市立総合福祉センターよりお知らせ

※　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、中止・変更になることがあります。

　長く続くコロナ禍で感染症対策に
工夫を重ねながら活動を続ける仲間
がたくさんいます。
　お互いを知り、励まし、知恵と元気
をわかちあうイベントを、明石市ボラ
ンティア連絡会も一緒になって企画し
ています。

あした ば
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7　月

目

次次

目

次

社会福祉法人 明石市社会福祉協議会
　令和３年度事業計画・予算 と 令和２年度事業報告・決算 の報告
「フードドライブ」をご利用ください！
明石市後見支援センターより
明石市基幹相談支援センター兼障害者虐待防止センターより ・ 明石市立総合福祉センターより
あかし社協情報アラカルト

地域総合支援センターより
地域福祉係より

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ２
・・・・・・・・・・Ｐ４

・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ６
・・・・・・・Ｐ７

・・・・Ｐ３
・・・・・・・・・Ｐ５

・・・・・・・・・・Ｐ８

①音声訳ボランティア（全５回）
　視覚障がいへの理解を深めるとともに、発声やアクセント
などの基本的な技術を習得し、文字を音声にして情報を提供
します。
日時：令和３年９月２日、９日、16日、30日、10月７日
　　　（毎木曜日 10時00分～12時00分）
会場：明石市立総合福祉センター  ３階  技能習得室Ⅰ
※８月２日（月）から８月26日（木）まで申込受付
（先着順）
②外出支援ボランティア養成講座【車いすコース】（全３回）
　身体の不自由な方や高齢者の車いす介助、外出する際の移
動介助の技術や心構えを習得し、外出支援を行います。
日時：令和３年９月14日、21日、28日
　　　（毎火曜日　14時00分～16時00分）
会場：ふれあいプラザあかし西  ３階  ボランティア活動室
※８月16日（月）から９月７日（火）まで申込受付
（先着順）

■ 法律専門相談（要予約）
　弁護士・司法書士の法律職が成年後見、財産管理、
遺言などの権利擁護に関する相談に応じます（相談時
間は45分程度）。
【日時】毎週木曜日 13時30分～15時30分
　　　　● 司法書士…第１・３木曜日
　　　　● 弁 護 士…第２・４木曜日
【問合せ】明石市後見支援センター
　　　　　☎924-9151 FAX924-9134

■ ボランティア相談
　“私らしいボランティアの第一歩”を応援！
　一緒にあなたの“やってみたい”を丁寧にサポートします。
　まずはご連絡ください！
【問合せ】明石市ボランティアセンター
　　　　　☎ 924-9105 FAX 924-9109
★　市内２か所で定期相談も行っています！ 
　　ボランティアサポーター相談窓口
　▶笑くぼ西明石（コープ西明石２階）
　　毎月第３水曜日　10時30分～11時30分
　▶魚住市民センター２階
　　毎月第２水曜日　13時30分～15時30分
【問合せ】地域福祉係 ☎ 924-9105 FAX 924-9109

　介助が必要な方の外出、病気やけが
などで一時的に車いすが必要な人等の
生活を支援するため、明石市立総合福
祉センターやコミュニティセンターな
どの地域の貸出ステーションで、短期の無料貸出を行ってい
ます。新型コロナウイルスワクチンの接種会場までの介助に
も、ぜひご利用ください。
・貸出期間：明石市立総合福祉センター … ３か月
　　　　　　地域の貸出ステーション　 … ２週間
【問合せ】在宅福祉係 ☎924-9105 FAX924-9109

あかし社協情報アラカルト

募　集

明石市立総合福祉センター　　　参加者募集イベント

■ ボランティア養成講座

※　申込み方法などの詳細は１か月前から明石市社協のホームペー
　ジでご確認いただけます。
【問合せ】地域福祉係　☎ ９２４－９１０５　ＦＡＸ ９２４－９１０９

■ にこにこプール開放①（障がい児とそのご家族）
日時：令和３年８月28日（土）
　　　13時00分～14時20分
対象：市内在住の障害者手帳または療育手帳をお持ちの
　　　幼児・小中高生とそのご家族

■ にこにこプール開放②（母子父子家庭）
日時：令和３年８月28日（土）
　　　14時30分～15時50分
対象：市内在住の母子父子家庭の幼児・小中高生と
　　　そのご家族

本館

本館

※いずれも７月28日（水）９時00分より申込開始（先着順）。
　くわしくは、明石市立総合福祉センターへお問い合わせください。

生活福祉資金の「新型コロナウイルス特例貸付」を
令和３年８月末まで受付します

新型コロナウイルス感染症の影響などで、
　　　　　厳しい状況におかれたみなさまに食料品を提供しています！

◎　新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、事業やイベントが中止・変更になることがあります。
　　事前にお問い合わせください。

★　ホームページで制度の概要を
　掲載しています。

　　　　　　兵庫県社会福祉協議会　▶

◀　明石市社会福祉協議会　貸付相談

【問合せ】明石市立総合福祉センター
　　　　　 ☎918-5660　FAX918-5661

車いす貸出
ステーション

貸出ステーション

明石市立
総合福祉センター

実 施 中

くわしくは、３ページをご覧ください

　新型コロナウイルス感染症の影響により収入が減少した世帯を対象に資金の貸付けの受付を、令和３年８月末
まで兵庫県社会福祉協議会が主体となり実施しています。まずは、お問い合わせください。
　　　　　　　　　　　【問合せ】企画経営係 生活福祉資金貸付担当
　　　　　　　　　　　　　　　　☎ ９２４－９１０５　ＦＡＸ ９２４－９１０９
　　　　　　　　　　　　　　　　　 daihyo@akashi-shakyo.jp
　　　　　　　　　　　　　　　　受付時間：月曜日～金曜日（祝日を除く）９時00分～17時00分
　　　　　　　※　ご来所の際は、３密を避けるため、ご予約のうえお越しください。
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各総合支援センター、市民センター、サービスコーナー、コミュニティ・センター等にも置いています。ホームページからもご覧いただけます。

◎本紙における全ての写真は、撮影直前までマスクの着用等感染防止策を徹底し、会話も控えていただいた状態で撮影しています。
◎新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、事業やイベントが中止・変更になることがあります。事前にお問い合わせください。

回

　覧

検　索明石市社会福祉協議会

★広報紙をご入用の方はお気軽に
明石市社会福祉協議会 法人運営課  ☎924－9105  FAX 924－9109 までご連絡ください。

この広報紙は　　　　の配分金の一部を活用しています。
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